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International Mouse Phenotyping Consortium
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IMPC（国際マウス表現型解析コンソーシアム）
マウスの作製ついてのご意見募集
マウス全遺伝子のそれぞれをノックアウトしたマウスの基本表現型を世界共通の基準で解析し、そのデータとマウスを世界の研究者に提供することを目的とした国際共同開発プロジェクト「国際マウス表現型解析コンソーシアム」 (International Mouse Phenotype Consortium：IMPC)が2011年9月に発足しました。このプロジェクトによってゲノム科学の一つの到達点である哺乳類のゲノム上全遺伝子のすべての機能がマウスという種を通じて明らかにされようとしています。理研BRCではこのプロジェクトに参画して、最初の5年は年間50遺伝子、次の5年間は年間100遺伝子のノックアウトマウスを作出し、さらにこれらのマウスの胎生期から16週齢までの基本表現型解析を行うこととなっています。このプロジェクトにおいてノックアウトマウスの選択に当たっては世界各国のセンター間で相談の上、選択することになっており、すでに4741遺伝子については解析担当センターが決定されています。今後、このプロジェクトを通じて我が国のライフサイエンスの発展に寄与していくためには、研究コミュニティーの皆様のご意見を反映していきたいと考えております。そこでノックアウトマウスの選択にあたり、理研BRCのマウスクリニックが、担当するIMPC標準表現型解析に引き続き、詳細な2次解析をご担当していただくことを条件に、ノックアウトすべき遺伝子の選択のご希望を募集したいと考えております。まずは皆さんのご意見、ご要望をうかがえれば幸いです。また、不明な点やご質問がございましたら、ご遠慮なく下記のメールアドレスにご連絡ください。なお、ご意見を頂戴した方には今後開催を予定していますIMPC関連ワークショップの情報をお送りさせていただきますよろしくお願い申し上げます。      
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